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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・研修会予定

認知症サポーター養成講座

日時：6月22日(水)17：10～　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
参加者は遅れず参加すること。
第1回院内研修　　

日時：6月21日(火)･23日(木)17：30～18：00
場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：当院における精神医療サービスの在り方・今後の方向性　講師：佐々木AOM
※日程変更となっているため、再度出欠を入力しておくこと。

・デイケア見学予定

本日 14：00～　浜辺　信明様
・デイケア体験利用予定

6月21日(火)14：00～16：00　松川　順子様、日向端　庸男様

・デイケア利用開始予定。

6月20日(月)より　齊藤　良宏様　　利用日：月曜日　　担当：赤坂

6月23日(木)より　下村　英三郎様　利用日：木曜日　　担当：藤田
・早期加算対象者について、加算期間に注意し、間違いなく入力を行なっていくこと。
・6月29日(水)30日(木)第2班の職員旅行実施。スタッフが少なくなるため、各自協力しながら業務を行なっていくこと。

・勤続5年海外研修旅行について

日程は確定していないが、行き先はグアムの予定

対象者は参加･不参加届け及び参加申込書を6月30日(木)までに本部SSへ提出すること。

・広報記録委員会より

For春夏号の表紙･裏表紙の写真募集中。採用者には賞金あり。奮って応募のこと。

応募締め切り：6月21日(火)

・6月16日～7月15日の勤務表に変更あるので、各自確認し間違えないようにすること。

＜訪問看護利用者様情報＞

・森田　清助様～禁煙したいと外来看護師に話しており、禁煙に関する本を勧めると「今日買いに行く」と話している。バランスのとれた食事を摂ることが出来ており、評価している。
・冨田　紀子様～部屋が片づけられていることが見受けられる。曜日によって食べるものが決まっていることや、髪の色はワイン色である等の話をしている。
・寺地　徳和様～幸房で仕事を終えたあとにすぐ眠ってしまい、その後起きて活動するため、睡眠リズムが崩れ幸房に遅刻する事が続いているとのこと。外来受診時にナイトケアの説明をしていく。また、幸房への情報提供も行っていく。

・鈴木　知子様～訪問看護時に、デイケアには行きたくはないが、「見学だったら行ってもいい」というような発言がある。青陽館のスタッフが外来受診時に声をかけていくこととする。

＜青陽館利用者様情報＞

・松村　勉　様～以前から飴を他者に配ることがあり、最近はスタッフの目を気にせずに配っている為、注意をしている。注意した内容は「物のやり取りは青陽館のルールとして禁止となっていること」、「物をあげることで“返さなければ”と思う人が増え、物のやり取りを増やすきっかけになっていること」を伝えている。飴をあげることを止めて欲しい事を伝えると「うーん」と言い、“うん”と言ってもらえない理由を尋ねても「うーん」と返答をしている。やりとりを目撃した際は、貰った方も併せて双方に対して注意をすること、やめて頂けることを期待していることを伝えている。

・稲垣　ふき様～血圧がやや高い事が続いているが、不調の訴えはない。

・鈴木真知子様～最近、使った物を戻さないことが見られるようになり、デイナイトケアではコップを青風荘に持ち帰ろうとしていることがあり、介入を要している。

・鹿原　博夫様～昨日、ナイトケアでトイレに行く回数が多い事が見受けられる。活気の無さも見受けられ、疲労感が窺える。チラシ配りや畑での仕事があり、「疲れた」と話している。

・松倉　健一様～自立支援の手続きを以前SWが頼んでいたが、その後手続きが進んでいるかは不明である。生駒SWが今後母様に連絡をとっていくこととする。

＜外来情報＞

・川村　享　様～八戸赤十字病院から処方されている薬を飲んでおり、体調や病状に変わりはないと報告をしている。

・大久保律子様～吐気はないと報告をしている。採血の希望があり、本日実施している。アローゼンを飲んでいると調子が良いとのことで処方を希望している。

・関　秀治　様～睡眠の中途覚醒はあるが体調に変わりはなく「大丈夫」と話している。

・松倉　健一様～「日赤はまだいってない。来週行く予定」と話している。体調や病状については変わりないとのこと。

・横町　浩　様～朝ぼんやりとすることはあるが、仕事に支障はないと報告をしている。

カンファレンスシート（藤井　純子様）

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H28年6月17日（金）13：10～13：30

　　　担当チーム：小嶋

参加者：小笠原、馬場、工藤、佐々木、石渡、生駒、秋山、小嶋

検討内容　計画の見直し

	氏名
	藤井　純子
	性別
	女
	年齢
	45
	生年月日
	S45年11月19日

	主病名
	双極性障害
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	生活リズムの改善、身なりを整える、居室の整理整頓ができる

食生活の改善、人付き合いの場への参加、協調性を養う

孤立化を予防する、注意・集中力の維持、改善、課題の段取りを身に着ける、服薬の習慣化

	本人希望
	入院しないようにする

	家族希望
	未聴取

	入院歴
	計　6　回（青南病院6回）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H28年5月11日～現在（週2回/月）

	その他サービス利用
	なし

	住居：アパート
	家族構成：一人暮らし

八戸市内に母、伯母がいる。弟は兵庫県宝塚市に在住で年に数回帰ってくる。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	生活保護


【目標・治療計画（現在・今後）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	精神症状の安定化を図り、入院せずに地域での生活を続ける。
	①デイケア利用日は確実に通所をする。


	①デイケア利用日は確実に通所し、生活リズムを整える。


	①デイケアを欠席した際は理由を尋ねる。また、次回はいつ利用するのかを決め、通所できる日を増やす。

	
	②病状悪化のサインに気づく。
	②デイケアを利用した日は、運動に参加し、適度な疲労感を感じ、睡眠の安定化を図る。


	②適度な疲労感を感じる事が出来るようにラジオ体操、ウォーキング、エアロビクスに参加するように声を掛ける。また、必要であれば体重のチェックをし、運動することのモチベーションを保つ事ができるようにアプローチをする。

	
	
	③お金の使い方、飲酒機会・回数を自身で把握し、悪化傾向があれば行動の制限が出来るようになる。
	③病状悪化のサインとして、お金を使いすぎることや夜間に出かける事が多いため、そのようなエピソードがあった際は、背景に何があるのかを問い、病状の理解を深める事ができるようにする。


→デイケアを利用開始してから、通所した日は２日のみであり、治療計画を実施できていない。上記の治療計画を今後実施し、再評価、計画の再立案をしていく。
